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序     文  

 

 

日本国政府は、スリランカ民主社会主義共和国政府の要請に基づき、育種及び飼養

管理の改善を通じ、小規模酪農改善を図るための技術協力プロジェクト「小規模酪農

改善プロジェクト」を採択しました。  

これを受けて JICA は 2008 年 5 月から 6 月にかけて鈴木規子スリランカ事務所長を

総括とする事前評価調査を実施し、要請背景の確認、協力計画の策定、事業対象地の

視察等を行い、協議の内容を協議議事録 (M/M)にとりまとめ、署名・交換を行いまし

た。  

本報告書は、同調査団による調査結果を取りまとめたものであり、今後、プロジェ

クトの実施にあたり広く活用されることを願うものです。  

最後に、本調査の実施にあたり、ご協力をいただいた内外の関係者の方々に対し、

厚く御礼を申し上げるとともに、当機構の業務に一層のご支援をお願いする次第です。 

 

平成 20 年 7 月  

 

 

独立行政法人国際協力機構  

スリランカ事務所  

所 長  鈴 木 規 子  
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事業事前評価表（技術協力プロジェクト）  

 

作  成  日：平成 20 年 11 月 12 日  

担当部署： JICA スリランカ事務所  

１．案件名 

和文名：   スリランカ国小規模酪農改善プロジェクト  
英文名：   Project on Small Scale Dairy Farming Improvement through Genetic and 

Feeding Management Improvement in Sri Lanka 
２．協力概要 

（1）プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述  
本案件は、①スリランカにおける後代検定の適正手法の開発、②人工授精技術

の改善・普及、③酪農家の飼養管理技術の改善の 3 分野を通じて、各該当政府職
員及び小規模酪農家を対象とした小規模酪農技術の整備・普及を行うことをプロ

ジェクト目標とする。特に、低コストで小規模酪農家が利用可能な飼養管理技術

の改善及び育種の成果の相乗効果により、牛乳の生産性が向上して酪農家の生計

向上が図られることを基本方針として協力を行う。対象地域はキャンディ、ヌワ

ラエリヤ、クルネガラ、マータレの 4 県とする。  
 
（2）協力期間  

2009 年 4 月～2014 年 3 月（5 年間）  
 
（3）協力総額（日本国側）  

約 3 億 6 千万円  
 
（4）協力相手先機関  

家畜開発省家畜生産衛生局、国家畜産開発公社（NLDB）牧場  
 
（5）被益対象者及び規模等  
（直接裨益者）   
①<後代検定>家畜生産衛生局育種課、NLDB1 牧場 2 ヵ所の職員約 30 名  
②<人工授精>人工授精（AI）センター（クンダサーレ（凍結精子の生産）、ポロ
ンナルワ（人工授精技術研修））、対象 4 県のフィールド獣医事務所（人工授精
師）の職員約 40 名  
③<飼養管理>4 県における 20 戸のモデル酪農家とモデル酪農家づくりを担う該
当フィールド獣医事務所における職員及び現場技術者（獣医師、人工授精師、

農業普及員等）約 30 名  
（間接被益者）  
酪農セクターの協力対象地域の政府職員及び小規模酪農家（約 6,300 人）  

 
３．協力の必要性・位置づけ 

（1）現状及び問題点  
スリランカ国（全人口約 19,900 千人、面積約 66 千 km2）では、全人口の 85％以

上が農村部に居住し、GDP 全体に対する農業分野の割合は 15%を占めるとともに、
就労人口の 34％が農業に従事している。貧困層の約 95％は農漁村地域、プランテ
ーション農園地域を中心に分布し、農業の停滞が貧困問題の大きな要因となって

いる。  
このような中において、畜産業は広い農地を必要としない農業として、貧困農

民及び土地なし農民の収入向上が期待される部門であり、特に酪農においては、

スリランカ全土で行われている（全国 40 万世帯）。酪農家の多くは、他の作物と

                                                  
1 借腹牛の提供元  
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ともに複合経営を行っている小規模農家であるが、総所得に占める酪農からの収

入の割合は約 5 割を占めており、酪農は所得向上への貢献度が高い。  
しかし、近年、牛及び水牛の頭数、牛乳生産が停滞する一方、粉乳の輸入額は  

   2005 年度時点で 134 億ルピー（約 138 億円）に達しており、スリランカ国政府は
 2006 年の国家畜産開発計画の中で、2015 年までに牛乳・乳製品自給率を 50％に向
上させる目標を定めている。  
かかる状況の下、貧困層の所得向上及び粉乳輸入の抑制を目指して乳牛の生産

性を改善し、乳量を向上させるためには、品種改良による育種面からの改善に加

え、同時にその効果発現を支える飼養管理技術の改善が必要である。  
このような背景のもと、スリランカ国政府は我が国に対して技術協力プロジェ

クトの実施を要請してきた。  
 
（2）相手国政府政策上の位置づけ  

現政権の国家政策「マヒンダ・チンタナ 10 ヵ年開発計画（2006 年～2016 年）」
では、農業セクターの平均 GDP 成長率を 4～5%を目標とし、国内総牛乳需要に占
める自給率を 2005 年の 20%から 2015 年までに 50%にまで向上する方針を明確に
している。また、農業セクターは農村地域の貧困削減に大きく貢献すること、特

に畜産セクターは、農村地域の収入向上機会の増加に重要な役割を果たすため、

家畜飼育農家や畜産業の人材のスキルや能力開発は、政府の開発計画の重点課題

とされている。  
また、国家畜産開発計画の中で、畜産セクター全般の生産性向上のためにロー

カル種の家畜の遺伝形質の向上を図る必要性が述べられている。  
 
（3）我が国援助政策との関連・ JICA 国別事業実施計画上の位置づけ  

2004 年 4 月に策定された国別援助計画のうち、畜産セクターの支援は「中･長期
開発ビジョンに沿った援助計画」の（ c）貧困対策に対する支援に合致する。この
中で民族間・地域間で生活基盤及び経済基盤（農水産業、農村工業）の整備に対

するバランスのとれた支援が不可欠とされている。  
また、2005 年 10 月に改訂された JICA 国別事業実施計画の援助重点分野及びプ

ログラムの「⑧農漁村・地方開発プログラム」において、貧困層の経済基盤であ

る農水産業の開発を重要課題に挙げている。低い農業生産性、農家の営農技術不

足、農地の細分化などを課題とし、貧困対策に資する協力を重点的に進めると述

べられている。  
 
（4）他の援助スキーム・援助機関との関係  

現地国内研修「北・東部州家畜飼育研修」（2005 年 12 月から 3 年間で実施中。
延長予定。）において、酪農家向け研修を実施している。本件モデル酪農家におけ

る同国内研修からの研修生の受け入れを行い、本件の効果が北・東部地域の酪農

家へ被益することが期待されている。  
また、UNDP が実施している「生計向上プログラム」（2008 年 1 月～20010 年 12

月、総予算 US$500 万）の中で、北・東部地域における生計向上活動のコンポーネ
ントの一つとして、畜産分野への支援が計画されており、同様に研修生の受入等

の調整により相互連携が可能である。  
 
４．協力の枠組み 

主な項目  
（1）協力の目標  
①協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標・目標値  
【目標】  プロジェクト対象地域において、育種及び飼養管理の改善を通じた小

規模酪農改善のための技術・体制基盤が整備される  
【指標】  
 1.  プロジェクト対象地域の人工授精技術者が、後代検定の意義を理解し、後  

代検定済み種雄牛の精液を導入したいと答える  
 2.  対象地域における 8 割の酪農家に改善された飼養管理技術が採用される  



 iii

②協力終了後に達成が期待される目標（上位目標）  
【目標】  
 1.  プロジェクト対象地域において小規模酪農家に適した飼養管理技術の改善  

により、牛乳の生産性が向上し、酪農家の収益が向上する  
 2.  後代検定済み種雄牛が選定され、後代検定済みの凍結精液を用いた人工授  

精が普及する  
 3.  スリランカ国において後代検定の意義の理解が深まり、育種体制が改善さ  

れる  
【指標】  
 1.  対象地域において、酪農家の生乳販売収益が 20%向上する  
 2.  後代検定済の凍結精液の利用率が全国規模で 20%向上する  
 3.  後代検定手法のマニュアルを活用した後代検定プログラムの実施が国家畜  

産開発計画に記載され、継続的に予算及び人員が確保される  
 

（2）成果（アウトプット）、そのための活動、指標・目標値  
成果 1 スリランカにおける適正な後代検定手法が確立される  
【活動】  

1-1 ジャージー種及びジャージー種交雑種の生産・繁殖能力を分析する   
1-2 後代検定プログラムの構築に向けた、ジャージー種及びジャージー交雑種

の課題を分析する  
1-3 NLDB 牧場において記録管理及び血統管理法を改善する  
1-4 後代検定プログラムを構築し、実施する    
1-5 家畜生産衛生局育種課職員及び NLDB 牧場職員に対し、調整・計画交配  

及び乳量検定の実地指導を行う    
1-6 家畜生産衛生局及び NLDB 牧場職員が活用する後代検定手法のマニュア  

ルを作成する    
【指標】  

1-1 後代検定手法のマニュアルが作成される  
1-2 後代検定関連技術を育種課職員及び NLDB 牧場職員が正しく理解し、  
    その実施体制が強化される  

 
成果 2 人工授精に関連する技術が改善される  
【活動】  

2-1 精液製造・配布、輸入精液、研修プログラム、現場での人工授精実施な  
ど、現行の人工授精プログラムの課題を分析する   

2-2 人工授精センター（ポロンナルワ）の指導教官及び研修生（獣医師及び  
人工授精師）に対し、改良された人工授精プログラムの技術指導を行う  

2-3 人工授精の現場技術者（フィールド獣医事務所及び NLDB）に対し、改  
良された人工授精技術を実地指導する  

【指標】  
1. 後代検定候補牛の調整交配及び計画交配による受胎率が、プロジェクト  
開始後 1~2 年以内に 70%に達する  

 
成果 3 酪農家の飼養管理技術が改善される  
【活動】  

         3-1 現行の飼養管理の課題を分析する   
3-2 適正な飼養管理技術を明らかにし、モデル農家づくりを通じて該当フィ  

－ルド獣医事務所の現場技術者に対し実地指導を行う   
3-3 専門家及び C／P がフィールド獣医事務所の現場技術者（普及員）向けの

技術マニュアルを作成し、普及員に対して飼養管理技術の研修及び実地  
指導をモデル農家で行う   

3-4 普及員が農民向けの普及マニュアルを作成し、農家に対して飼養管理技  
術の研修及び実施指導をモデル農家で行うことを支援する  
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【指標】  
3-1 作成された現場技術者（普及員）向けの技術マニュアルを用いて、普及員

に対する研修及び実地指導が行われる  
3-2 作成された農民向けの普及マニュアルを用いて、農家に対する研修及び実

地指導が行われる  
3-3 育成されたモデル農家において、普及員が普及マニュアルの技術を正しく

研修生農家に説明できる  
  ようになる  

（3）投入  
①日本側  
・長期専門家：2 名（「チーフアドバイザー／飼養管理」、「業務調整」）  
・短期専門家：年間 4～5 名（10M／M×5 年）  
・機材供与 ：車両、研修用資機材、実習用資機材等  
・研修員受入：年間 1～2 名（2M／M×5 年）  
・現地活動費：フィールド整備費、研修経費、傭人費等  

 
②スリランカ国側  
・カウンターパート  

<中央レベル> 
-家畜開発省次官（プロジェクト・スーパーバイザー）  
-家畜生産衛生局長（プロジェクト・ダイレクター）  
-同局育種課長（プロジェクト・マネージャー）  
-同局人材開発課、同局獣医、人工授精センター（クンダサーレ、ポロンナル
ワ）職員、NLDB ダヤガマ牧場及びアンディガマ牧場の場長  

<州レベル>（中部州及び北西部州）  
-州家畜生産衛生局長  
-対象フィールド獣医事務所獣医師及び家畜開発指導員  

・C／P 職員の人件費・諸手当、供与機材の輸入から保管に係る経費などの予算  
 措置  
・土地・建物・設備の提供（家畜生産衛生局内に事務所スペースを設置）  
・消耗品の維持管理  

 
（4）外部条件（満たされるべき外部条件）  
①前提条件  
・検定データ取りまとめ部署が決定し、必要な職員が配置される  
・家畜生産衛生局及び該当するフィールド獣医事務所において現場からのデータ

収集に必要な職員と出張手当などの予算が措置される  
 
②成果（アウトプット）達成のための外部条件  
・NLDB の牧場の乳量などの正確なデータがデータ取りまとめ部署に定期的に提
出される  

・C／P がプロジェクトに継続して勤務する  
・借腹牛の提供において、NLDB とプロジェクトの協力関係が維持される  
・異常な家畜伝染病や異常気象が発生しない  

 
③プロジェクト目標達成のための外部条件  
・C／P がプロジェクトに継続して勤務する  
  
④上位目標達成のための外部条件  
・スリランカ国の酪農振興計画（牛乳・乳製品の自給率の向上計画等）が継続す

る  
・C／P がプロジェクト終了後も継続して後代検定、人工授精、飼養管理に携わ  
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 る  
・政府のクリーンミルクプログラム 2が酪農振興地域の村落に展開し継続する  
・対象地域の治安が維持される  
・生乳価格が暴落しない  

 
５．評価 5 項目による事業評価分析結果 
本案件の事前評価は以下の 5 項目の観点から検証され、実施の適切性が確認された。
 
（1）妥当性  
本案件は以下の点から妥当性が高いと判断できる。  

 ・スリランカ国国家畜産開発政策の中で述べられている牛乳及び乳製品の自給率向
上は、外国からの輸入製品の高騰を受け喫緊の課題となっており、乳量増加を図

る本プロジェクトの妥当性は高い。  
・小規模酪農家を対象とした人工授精、飼養管理技術の改善活動を中心としたモデ

   ル農家づくりによる普及体制を整備することにより、全国の小規模酪農家に被益
が可能である。  

 ・ JICA 国別事業実施計画で規定している貧困対策に対する支援に合致する。  
 ・我が国は、乳用牛改良を通じた生産コスト低減による経営改善に 30 年以上取り
組んでおり、最近では種雄牛の国際評価に参加し、種雄牛の遺伝的能力が世界の

トップレベルと確認されるなど技術の比較優位も高い。  
 
（2）有効性  
本案件は以下の点から有効性が高いと見込まれる。  
・プロジェクト目標は後代検定手法の確立、人工授精技術の改善、飼養管理技術の

改善の 3 つの成果を通じて 5 年間で達成可能と見込まれる。  
・後代検定は①候補牛作出、②娘牛作出、③娘牛の乳量からの種雄牛評価を行う。

これは通常７年かかるが本プロジェクトで行う第１回目後代検定では②の工程

から出発し③に至る作業を５年間で終了する。それと並行して実施する第２回目

後代検定では①の方法を提示し、５年間で①②の工程で終了する。第１回、第２

回後代検定を合わせると７年間かかる①②③の全工程を５年間で①②③の手法

の開発を提示することが可能。  
・人工授精と飼養管理は既に一定の技術水準を有しており、比較的短期間で改善効

果が現れるものであり、農家レベルで効果が実感されることでスムーズに普及・

定着することが期待できる。  
 
（3）効率性  
本案件は以下の点から効率性が高いと見込まれる。  
・成果を達成するために過不足ない専門家の投入が計画された効率的なプロジェク

トといえる。  
 ・インドネシアの類似案件の実績を踏まえると、本プロジェクト期間中に後代検定
の手法、人工授精、飼養管理にかかる技術の習得が十分可能と見込まれる計画と

なっている。  
 ・相手国政府は経験の豊富な人材を有し、畜産分野本邦研修の研修生による自主的
な活動も報告されていることから、こうした人材との連携を通じて効率的な協力

が可能となる。  
 
（4）インパクト  
 本案件のインパクトは以下のように予測できる。  
・小規模酪農改善のための技術・体制基盤が整備される（プロジェクト目標の達成）

ことにより、飼養管理技術が改善し、牛乳の生産性が改善され、酪農家の収入が

向上することが見込まれるため、上位目標が発現する見込みは高く、本プロジェ

クトにより提示される小規模酪農モデルは、全国に被益する可能性がある。特に

                                                  
2 国家畜産開発政策の中で述べられている、安全な生乳普及振興プログラム  
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北・東部州に対しては、紛争影響住民に対する支援効果としても期待できる。  
・プロジェクト対象地域内外で新規に酪農を開始する農家が現れることが期待され

る。  
  
（5）自立発展性  
本案件による効果は相手国政府によりプロジェクト終了後も継続されるものと見  
込まれる。  
・<政策、組織、制度面> 

 国家畜産開発計画に記載されている牛乳生産量増加の方針及びスリランカ国内
の需要の変更は当面見込まれず、政策的な持続性がある。組織面では、後代検定

に係る組織体制はまだないため、プロジェクトを実施しながら職員の育成・強化

に努め、家畜生産衛生局の内部で種雄牛の評価・選抜ができるような体制作り及

び体制の定着化を協力期間中に支援することにより持続性の確保が見込まれる。  
・<技術面> 

 飼養管理においては、小規模酪農家によるモデル農家が、各自然条件や酪農形態
にあわせて設置されること、酪農地域における技術普及の核とする基礎的な技術

能力をフィールド獣医事務所職員が持ち合わせていること、中央でも職員及び農

家育成のための研修プログラムが定期的に実施されていることなどから持続性が

あると見込まれる。  
 

６．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

土地保有面積がごく限られている小規模酪農家をモデル酪農家に採り入れ、近隣

の小規模酪農家及び全国から参加する現場技術者や酪農家への成功事例として示す

ことで、小規模酪農家へ技術が普及し、牛乳の増産などの形で被益し、貧困削減に

貢献することが期待される。また、酪農は女性も乳牛飼育に日々関わっていること

から、女性の研修への参加機会を積極的に増やすなどの取り組みを通じた配慮が可

能である。  
 
７．過去の類似案件からの教訓の活用 

類似案件の有無： 有  
（1） JICA の類似案件  
「インドネシア家畜人工授精センター強化計画 (1986～1995 年 )」  
「同アフターケア (2000～2002 年 )」  
上記案件は教訓として、後代検定の継続実施と成功には中央政府、地方政府、そ

の他様々な機関との連携と財政支援の取り付けが必要となることから、案件開始

当初から関係機関の巻き込みを図り、支援や協力関係を築くための定期的な協議

の必要性を述べている。また、同案件では一般酪農家を借腹牛提供元としたこと

から、種雄牛評価に用いるデータの正確性などに問題が発生した。本件について

は、関係機関の間で定期的に技術的な協議を行う地域調整委員会を設置し、関係

機関の積極的かつ継続的な事業への関わりを確保するとともに、種雄牛評価に必

要なデータ数及びその正確性の確保のため、NLDB 牧場を借腹牛提供元に選ぶこと
で、後代検定事業の正確性・持続性を確保することを目指す。  
 

（2）スリランカ国における他ドナーの類似案件  
なし  
 

８．今後の評価計画 

・中間評価   ：プロジェクト開始後 2 年経過時点  
・終了時評価  ：プロジェクト終了の半年前  
・事後評価  ：プロジェクト終了の 2～4 年後  
 

 



第 1 章 事前評価調査の計画概要  

 

１－１ 要請背景・経緯  

スリランカ国（全人口約 19,900 千人、面積約 66 千km
 

2、以下「ス国」）では、全人

口の 85％以上が農村部に居住し、GDP 全体に対する農業分野の割合は 15%を占めると

ともに就労人口の 34％が農業に従事している。貧困層の約 95％は農漁村地域、プラン

テーション農園地域を中心に分布し、農業の停滞が貧困問題の大きな要因となってい

る。  

このような中において、畜産業は広い農地を必要としない農業として、貧困農民及

び土地なし農民の収入向上が期待される部門であり、特に酪農においてはス国全土で

行われている。畜産農家の多くは、他の作物とともに複合経営を行っている小規模農

家であるが、総所得に占める畜産からの収入の割合は約 5 割を占めており、畜産は所

得向上への貢献度が高い。しかし、近年、牛及び水牛の頭数、牛乳生産は停滞する一

方、粉乳の輸入額は 2005 年度時点で 134 億ルピー（約 138 億円）に達しており、ス国

政府は 2006年の国家畜産開発計画の中で、牛乳、乳製品の自給率を 2010年までに 50％

に向上させる目標を定めている。（現在の自給率は約 20％）  

ス国が膨大な輸入金額を抑え、50％の自給率を達成するためには、現在抱えている

以下の課題を解決し、国内産の牛乳生産を増加させることが不可欠である。  

①1 頭当たりの乳量が低い（粗放的飼育：1.5 ℓ／日／頭、集約・半集約的飼育：6 ℓ  

／日／頭）  

②放牧管理下において乳量が増加する雨季に乳量が低下している。（農作業の繁忙

時期で放牧ができず、草の給与量が少なくなる）  

このような背景のもと、育種及び飼養管理の改善を通じ、小規模酪農改善を図る目

的でス国政府は我が国に対して技術協力プロジェクトの実施を要請してきた。  

 

１－２ 調査の目的  

本事前評価調査は、ス国政府関係機関と協議を行い、協力の必要性・妥当性につい

て検討を行い、協力の内容・範囲、投入規模等の基本計画を R／D（案）として取り

纏め、R／D（案）を添付した M／M の署名・交換を行うことを目的とした。  

 

１－３ 団員構成  

 氏名  担当分野  所属  

1 鈴木 規子  総括  JICA スリランカ事務所 所長  

2 斉藤 博  酪農開発  JICA 国際協力専門員  

3 仲西 孝敏  後代検定  家畜改良センター 情報分析課長  

4 石橋 典子  評価分析  コンサルタント  

5 畔上 智洋  協力計画  JICA スリランカ事務所 所員  
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１－４ 調査日程  

月日  行程  宿泊地  

5 月 26 日（月） 【評価分析団員】  

成田 13:20→コロンボ  22:25 (UL 461) 

コロンボ  

5 月 27 日（火） 

  ～  

6 月 2 日（月）  

【評価分析団員】  

JICA スリランカ事務所打合せ  

PDM（案）、PO（案）作成  

現地調査必要資料作成  

コロンボ  

6 月 2 日（月）  【後代検定団員】  

成田  13:20→コロンボ  22:25 (JL461) 

コロンボ  

6 月 3 日（火）  JICA スリランカ事務所打合せ  

在スリランカ日本国大使館表敬  

財務計画省対外援助局（ERD）表敬  

家畜開発省表敬  

移動（コロンボ→キャンディ）  

キャンディ  

6 月 4 日（水）  家畜生産衛生局表敬、打合せ  

人工授精センター（クンダサーレ）視察  

獣医研究所視察  

キャンディ  

6 月 5 日（木）  移動（キャンディ→ヌワラエリヤ）  

ヌワラエリヤ県タラワケレ地区獣医事務所視察  

同地区酪農家視察  

国家畜産開発公社（NLDB）ダヤガマ牧場視察  

移動（ヌワラエリヤ→キャンディ）  

キャンディ  

6 月 6 日（金）  キャンディ県タラトゥオヤ地区獣医事務所視察  

同地区酪農家視察  

移動（キャンディ→ポロンナルワ）  

人工授精センター（ポロンナルワ）視察  

ポロンナルワ  

6 月 7 日（土）  移動（ポロンナルワ→クルネガラ）  

クルネガラ県クルネガラ地区獣医事務所視察  

同地区酪農家視察  

移動（クルネガラ→キャンディ）  

キャンディ  

6 月 8 日（日）  団内打合せ  キャンディ  

6 月 9 日（月）  家畜生産衛生局との協議  キャンディ  

6 月 10 日（火） 移動（キャンディ→クルネガラ）  

NLDB アンディガマ牧場視察  

移動（クルネガラ→コロンボ）  

コロンボ  

6 月 11 日（水） 家畜開発省との協議  

NLDB 本部との協議  

コロンボ  

6 月 12 日（木） 家畜開発省、家畜生産衛生局とのミニッツ署名・

交換、在スリランカ日本国大使館報告  

機中  

6 月 13 日（金） 【後代検定団員・評価分析団員】  

コロンボ  01:35→バンコク  06:35 (UL888) 

バンコク  08:10→成田  16:15 (JL708) 
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１－５ 主な面談者  

家畜開発省  

Mr. Sunimal Seneratne Secretary 

Dr. A.O.Kodithuwakku Additional Secretary 

Dr. B.H.W.M.U.S. Bandara Director (Livestock Planning) 

Dr. W.K.De Silva  Director (Livestock Development) 

 

家畜生産衛生局  

Dr. (Ms.) H.M.S.P. Herath  Director General 

Dr. A.D.N. Chandrasiri  Director (Animal Breeding) 

Dr. L.W.N. Samaranayake  Veterinary Surgeon (Animal Breeding) 

Dr. Anura S. Premasundera Assistant Director 

 

財務計画省対外援助局（ERD) 

Mr. J.H.J.Jayamaha  Additional Director General 

Ms. D.C.W.Hapugoda Deputy Director (Japan Division) 

井田 八郎    JICA 専門家（円借款実施改善）  

 

人工授精センター（クンダサーレ）  

Dr. W.W. Abeygunawardana Officer in Charge 

 

人工授精センター（ポロンナルワ）  

Dr. J.H. Sunil   Officer in Charge 

 

獣医研究所  

Dr. J. Dharmawardane Director 

 

国家畜産開発公社（NLDB）  

Mr. D.H.V.Perera  General Manager 

Mr. Susantha Gunaratne  Farm Manager, Dayagama Farm 

Mr. M.B.P.C. Karunarathna Farm Manager, Andigama Farm 

 

中部州家畜生産衛生局  

Dr. (Ms.) M.M.J. Amunugama  Provincial Director 

 

北西部州家畜生産衛生局  

Dr. (Ms) S.D.K. Herath   Provincial Director 

 

ヌワラエリヤ県タラワケレ地区獣医事務所  

Dr. S. Sughumar   Veterinary Surgeon 
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キャンディ県タラトゥオヤ地区獣医事務所  

Dr. Saliya Samarakoon  Veterinary Surgeon 

 

クルネガラ県クルネガラ地区獣医事務所  

Dr. B.C.S. Perera   Veterinary Surgeon 

 

日本側関係者  

林  活歩   在スリランカ日本国大使館 二等書記官  

西野 恭子    JICA スリランカ事務所 次長  

稲岡 美紀    JICA スリランカ事務所 所員  

Dr. S.M.Punchibanda JICA スリランカ事務所 在外専門調整員  
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第２章 協議結果概要  

 

 現地調査の結果を踏まえ、調査団は家畜開発省及び家畜生産衛生局と協議を行った。

その結果、プロジェクトの基本計画及び実施体制が M／M に記載され、調査団長と家

畜開発省次官、家畜生産衛生局長との間で M／M の署名・交換が行われた。  

 M／M の概要は以下のとおり。  

 

（1）案件名  

「小規模酪農改善プロジェクト」  

 

（2）協力期間  

2009 年 4 月～2014 年 3 月（5 年間）を予定。  

 

（3）プロジェクト基本計画  

最上位目標  

スリランカ国の酪農振興地域において牛乳の生産性が改善され、酪農家の収入が向

上する。  

上位目標  

1. プロジェクト対象地域において牛乳の生産性が改善され、酪農家の収入が向上  

する。  

2. スリランカ国において後代検定プログラムが継続実施される。  

プロジェクト目標  

プロジェクト対象地域において、育種及び飼養管理の改善を通じた小規模酪農改

善のための技術が整備される。  

成果  

1. スリランカ国における後代検定の適正手法が開発される。  

2. 人工授精に関連する技術が改善される。  

3. 酪農家の飼養管理技術が改善される。  

活動  

1-1 ジャージー種及びジャージー交雑種の乳牛の生産・繁殖能力を分析する  

1-2 後代検定プログラムの構築に向けた、ジャージー種及びジャージー交雑種の

課題を分析する  

1-3 NLDB 牧場において、記録管理、血統管理法を指導する  

1-4 後代検定手法の開発に向け後代検定プログラムを実施する  

1-5 計画交配及び乳量検定の実地指導を行う  

1-6 後代検定手法のマニュアルを作成する  

2-1 精液製造・配布、輸入精液、研修プログラム、現場での人工授精実施など、

現行の人工授精プログラムの課題を分析する  

2-2 人工授精センターの現場技術者（獣医師及び人工授精師）に対し、改良され
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た人工授精プログラムの研修を行う  

3-1 現行の飼養管理の課題を分析する  

3-2 適正な飼養管理技術を開発し、モデル農家づくりを通じて実地指導を行う  

3-3 現場技術者に対する改善版飼養管理技術マニュアルを作成し、改良された飼  

   養管理技術の現場技術者向け研修及び実施指導をモデル農家で行う  

3-4 農民に対する飼養管理技術マニュアルを作成し、改良された飼養管理技術の

農家向け研修及び実施指導をモデル農家で行う  

外部条件  

（プロジェクト目標達成のための外部条件）  

1. カウンターパートがプロジェクトに継続して勤務する  

2. NLDB とプロジェクトの協力関係が持続する  

（上位目標達成のための外部条件）  

1. スリランカ国の酪農振興計画 (牛乳・乳製品の自給率の向上計画等 )が継続する  

2. カウンターパートがプロジェクト終了後も継続して後代検定に携わる  

3. 飼養管理、種雄牛の育種的改善、人工授精が対象地域に広まる  

4. 政府のクリーンミルクプログラムが酪農振興地域の村落に展開し継続する  

5. 対象地域の治安が維持される  

 

（4）対象地域及び対象グループ  

対象地域  

後代検定コンポーネント  

家畜生産衛生局育種課、NLDB ダヤガマ牧場・アンディガマ牧場  

人工授精コンポーネント  

人工授精センター（クンダサーレ、ポロンナルワ）、該当フィールド獣医事務所  

飼養管理コンポーネント  

キャンディ県、マータレ県、ヌワラエリヤ県（以上中部州）、クルネガラ県（北

西部州）  

対象グループ  

酪農セクターの該当する政府職員及び酪農家  

 

（5）日本国側投入計画  

長期専門家  

長期専門家の分野については、以下の二名体制とすることを先方と確認した。  

・チーフアドバイザー／後代検定  

・業務調整  

長期専門家の数は必要最低限に抑え、他の必要分野は以下に記す短期専門家及び

スリランカ国のローカルコンサルタントで補うこととする。  

短期専門家  

以下の分野が想定される。具体的分野はプロジェクト活動を通じて確認する。  

・乳量検定   ・人工授精  
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・凍結精液   ・飼養管理  

・酪農管理   ・小規模酪農開発  

・雄牛評価法  ・牛乳衛生管理  

・飼料分析  など  

供与機材  

車輌、OA 機器、研修用資機材、実習用資機材等を供与する予定。具体的機材名

はプロジェクト活動を通じて確認する。  

研修員受入  

中央レベル、州レベルの主要 C／P を中心に、年間 2～3 名を受け入れる予定。

研修は本邦研修あるいは第三国研修を想定している。  

ローカルコスト  

研修費用の一部を負担する予定。  

 

（6）スリランカ国側投入計画  

C／P の配置  

持続性の観点から、C／P はすべてパートタイムとしている。具体的な配置計画

は付属資料 1.ミニッツ ANNEX I のとおり。  

ローカルコスト  

C／P の人件費、活動サイトモニタリングや研修に対する交通費や手当て、プロ

ジェクト実施に係る光熱費等を負担する。特に家畜生産衛生局育種課の業務が

増大するため、家畜開発省が必要なカウンターパート予算を確保することを確

約済みである。  

専門家執務室  

キャンディにある家畜生産衛生局内に、専門家 4～5 名が勤務できる執務スペー

スがプロジェクト事務所として提供されることを確認済みである。  

 

（7）実施体制  

プロジェクトの実施体制図は付属資料 3 のとおり。  

スリランカ国側責任者  

プロジェクト・スーパーバイザー：家畜開発省次官  

プロジェクト・ディレクター  ：家畜生産衛生局長  

プロジェクト・マネージャー  ：家畜生産衛生局育種課長  

各種委員会  

＜合同調整委員会＞  

目的  プロジェクト活動計画の討議・承認  

プロジェクト活動計画に基づいた進捗確認  

スリランカ国側・日本国側の取るべき措置にかかる確認  

プロジェクトに関連する主要な問題点についての意見交換  

プロジェクト実施上における各種関連機関との調整  

開催頻度  年 1 回  
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議長  家畜開発省次官  

メンバー  

スリランカ国側  

家畜開発省次官補  

家畜生産衛生局長  

家畜生産衛生局育種課長  

州家畜生産衛生局（中部州、北西部州）  

NLDB チェアマン  

財務計画省対外援助局課長・国家計画局課長  

メンバー  

日本国側  

チーフアドバイザー  

その他専門家  

JICA スリランカ事務所長  

その他必要に応じて JICA から配置される人員  

＊在スリランカ国日本大使館からのオブザーバー参加が可能。

 

＜地域調整委員会＞  

目的  地域レベルプロジェクト活動計画に基づいた進捗確認  

スリランカ側・日本側の取るべき措置にかかる確認  

プロジェクトに関連する主要な問題点についての意見交換、地

域レベルで取るべき対策の決定、合同調整委員会への提言  

開催頻度  年 2 回  

議長  家畜生産衛生局長  

メンバー  

スリランカ国側  

家畜開発省課長  

家畜生産衛生局育種課長  

家畜生産衛生局人材開発課長  

獣医研究所長  

家畜生産衛生局獣医官  

人工授精センター所長（クンダサーレ、ポロンナルワ）  

州家畜生産衛生局長（中部州、北西部州）  

州家畜生産衛生局獣医官（中部州、北西部州）  

NLDB 牧場長  

メンバー  

日本国側  

チーフアドバイザー  

その他専門家  

その他必要に応じて JICA から配置される人員  

 

（8）先方準備事項  

プロジェクトを円滑に開始するにあたり、特に後代検定分野においてスリランカ

国側で以下について準備しておくことを確認した。  

①ジャージー種候補種雄牛 3 頭を選定し、クンダサーレ人工授精センターで 1 候

補種雄牛当たり 600 本（計 1800 本）の凍結精液を生産・保管する。  

②NLDB ダヤガマ牧場（ジャージー純粋種）及び NLDB アンディガマ牧場（ジャ
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ージー系交雑種）に各 200 頭（計 400 頭）の交配可能な借腹牛を準備し、かつ

優れた人工授精師を最低 2 名ずつ配置しておく。  
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第３章 現地調査結果  

 

３－１ 後代検定分野  

（1）乳用牛の後代検定を行う意義・目的  

乳用牛 1 頭当たりの生産性向上は、生産コスト低減を通じた経営の改善・所得向

上につながることから、酪農を行う上で非常に重要である。生産性を向上させる、

つまり乳量の増加や乳質の改善を図るためには、乳用牛が快適に過ごせるような畜

舎構造とすることや泌乳能力に応じた適切な飼料給与を行うこと等、飼養管理を改

善することのほか、遺伝的能力を高める必要があり、これら両者がバランス良く行

われなければならない。  

飼養管理の改善は、比較的短期間で効果が現れる。つまり、現在飼っている搾乳

牛に直接的に効果が現れるが、一方、遺伝的能力は両親から受け継いだ能力であり、

その向上は次世代以降に期待することになるため、長期的な計画性をもつ必要があ

る。  

例えば、乳量について遺伝的に改良するということは、乳量に係る遺伝的能力の

高い雌牛に、同じく遺伝的能力の高い雄牛を交配することによって、その雌牛より

もさらに高い遺伝的能力をもつ雌子牛を得ることである。では、どのようにすれば

遺伝的能力の高い雌牛、雄牛を選ぶことができるか。雌牛は乳を生産するので、乳

量に関する遺伝的能力が判らずとも、実際に生産した乳量について分娩月齢や産次

等の一定の条件を揃えた上で乳量の多い雌牛を選ぶことによって、遺伝的改良の可

能性は高まる。しかし、雄牛は乳を生産しないので、一定数の娘牛の乳量という情

報を利用し統計遺伝学に基づいて遺伝的能力を推定するほかはない。遺伝的能力の

高い雄牛を選び出すまでの一連の過程を後代検定と称する。  

スリランカ国で飼われている乳用牛は、ジャージー種、ホルスタイン種、サヒワ

ール種等の純粋種や交雑種であり、これら純粋種は他国で後代検定が行われている

ことから、凍結精液を輸入し乳量の高い雌牛に交配して雌子牛を得ることで遺伝的

改良を進めることができる。しかし、後代検定を行っている国々は、温暖または冷

涼な地域が多く、それらの国から凍結精液を輸入しても、熱帯気候であるスリラン

カ国で、期待される遺伝的能力を発揮するかどうか不確定な要素もあることから、

スリランカ国内で後代検定を実施し、選抜された検定済種雄牛を利用する意義は大

きい。  

但し、後代検定を行うということは人的にも金銭的にも多くのエネルギーを要す

るほか、候補種雄牛作出のための計画交配から検定済種雄牛の選抜までに約 7 年、

検定済種雄牛の交配から雌子牛を生産し搾乳可能になるまで約 3 年というように、

その遺伝的改良の効果が発揮されるまでに長期間を要することから、費用対効果の

十分な検討を経た上で、長期間に渡って後代検定体制を維持することのできるよう

組織的なバックアップが必要である。  

（2）後代検定を行うために必要な事項等  

 後代検定を行うには、いわゆる牛群検定のような雌牛の情報を収集する体制が整
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っており、かつ、血縁関係を明らかにするための血統登録制度が整備されているこ

とが望ましいが、スリランカ国にはこうした制度は整っていない。そうした中で、

後代検定を行うには、少なくとも以下に掲げる内容（サイアーモデルによる遺伝的

能力評価を想定）が担保される必要がある。  

①  純粋種であること。  

②  改良対象とする形質の情報が正確に記録され、確実に収集されること。  

③  同一農場で同時期に複数の父牛由来の娘牛が飼われていること。  

④  娘牛の父牛が明らかであり、また、娘牛の生年月日及び分娩月日が明らかである  

こと。  

なお、スリランカ国では、日本や諸外国が行っているような牛群検定ではないが、

それに類するような事業を家畜生産衛生局が中心となって 2004 年から行っており、

優良な雌牛の乳量や乳成分を測定している。概要は以下のとおり。  

・酪農家で飼養されている乳用牛のうち、能力が高いと見込まれる雌牛の乳量を、

酪農家が毎日測定（乳缶に尺丈を立てることによる目測値）し、記録する  

・能力の基準は、高原地域（ヌワラエリヤ）で 10 ℓ ／日、中高地湿潤地域（キャン

ディ）で 8 ℓ／日、平地湿潤地域で 6 ℓ／日である  

・乳成分（乳脂率、乳蛋白質率、無脂固形分率、乳糖率、体細胞数）を月に一度測  

定する  

・対象となる雌牛を飼養する農家には、乳量測定のための乳缶が与えられ、報酬と

して、雌牛の分娩から乾乳までの間 200 ルピー／月、及びミネラルブロック 1 個

／週が与えられる  

・2009 年までに約 1,000 頭の雌牛の記録を収集する  

・収集された記録は、家畜生産衛生局育種課で集計分析され、能力が高いと認めら

れた雌牛から雄産子を生産した上で、クンダサーレ人工授精センターにおいて凍

結精液生産用種雄牛として供用することを計画、また、能力が中程度以上の雌牛

から得た雄産子は、自然交配用種雄牛として供用することを計画している  

 

この取り組みの目的は種雄牛生産のようであるが、2009 年に終えてしまうのでは

なく、さらに酪農家から得る情報を充実させ、或いは、より多くの情報を蓄積する

方向で継続していくべきと考えられる。つまり、種雄牛生産という目的を達成する

ためには、その母牛である酪農家の雌牛をどのように比較した上で選定するのか、

というのが成否の鍵となるが、より正確な情報がより多く蓄積され、また、その内

容もより充実したものになっていくことによって、品種の違い（交雑種の場合は血

量の違い）や産次の違いから生じる乳量（乳成分量）の差を補正するための係数を

計算することも可能になってくる。  

交配に供する種雄牛は、後代検定によって選抜された検定済種雄牛であることが

望ましいが、種雄牛の母牛の能力がより正確に比較でき選定されれば、上記のよう

な手法で一定の遺伝的改良を期待することができる。  

 

（3）スリランカの酪農状況  
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①  ヌワラエリヤの酪農家  

この地域の大半の酪農家は、エステートと  

といわれる大規模な紅茶園内にある。宗教上の理

由から牛が見られることを嫌っているらしく、牛

舎はコンクリート床の周囲にブロックを積み上げ

たような形で密閉されている。放牧は行われず舎

飼であるため、繁殖方法は人工授精によるものが

ほぼ 100％とのことであった。 飼養規模は小さく、

平均搾乳頭数は 1.6 頭程度であり、視察した酪農

家ではホルスタイン種（系）、ジャージー種（系）、

サヒワール種（系）の混飼であった。  

 

②  キャンディの酪農家  

この地域の酪農家の牛舎は、コンクリート床の

周囲をコンクリートの壁で覆っている（下半分）

ものの、十分な通気がある。人工授精の普及率も

高い。平均搾乳頭数は 2.8 頭程度で、ヌワラエリ

ヤと同様にホルスタインやジャージー、サヒワー

ルの交雑種が混飼されている。  

 

③  クルネガラの酪農家  

この地域では簡易な牛舎が多く、ある酪農家では倒木等を利用した柱を立て、コ

コナッツの葉を編んだ屋根で覆っているのみであった。搾乳時以外は、首に巻いた

ロープをココナッツ等の幹に繋ぐという、放牧のような形で管理している。繁殖方

法は、自然交配によるものも多い。平均搾乳頭数は 4.7 頭程度でホルスタインは少

なく、サヒワールにジャージーを累進交配したような牛が多い。  

 

 

 

 

 

 

 

12



 ④  国家畜産開発公社（NLDB）牧場  

NLDB は、10 数ヵ所の酪農場を抱える政府系の

牧場である。この内、2 ヵ所（ダヤガマ牧場及び  

 アンディガマ牧場）について視察した。  

  ダヤガマ牧場では、ジャージー種の純粋種を飼  

 養しており、経産牛 220 頭（うち搾乳牛は 124 頭） 

 及び未経産牛 201 頭という構成である。6 頭ダブ  

ルのヘリンボーンパーラーで搾乳を行っており、  

毎月 1 日及び 15 日に個体毎の乳量（0.5kg 単位）  

を測定し記帳している。  

また、アンディガマ牧場で飼養されている乳用  

 牛はサヒワール種にジャージー種を累進交配した  

 様子の外観であった。  

片側 15 頭の対尻式ストールで牛を入れ替えな

がら、1 度に 4 頭の搾乳ができる移動式バケット  

 ミルカー2 基で搾乳を行っている。  

この農場でも毎月 1 日及び 15 日に個体毎の乳量（0.5kg 単位）を測定し記帳して

いる。両牧場とも基本的に人工授精で後代を得ており、2 回程度の交配で受胎して

いるようである。  

 

（4）スリランカにおける後代検定の実施計画（手法開発）  

事前評価調査前の対処方針案では 6 頭のジャージー種候補種雄牛について、1 候

補種雄牛当たり 300 頭の検定娘牛生産用母牛（以下「借腹牛」という。）を小（中）

規模酪農家において確保し娘牛を得て後代検定を行うこととしていたが、  

①  遺伝的能力評価の精度を高めるため、出来るだけ借腹牛をジャージー種の純粋種  
  に揃える必要があること 

②  遺伝的能力評価を行うためには、複数の候補種雄牛の娘牛が同一農家で検定され  

  る必要があること 

等から、借腹牛提供農家にはジャージー種（或いはジャージー種系交雑種）が一定

頭数以上繋養されている必要があり、しかも、検定娘牛の父牛が明らかであること

や定期的に乳量を測定する必要があることから、ス国における小（中）規模酪農家

に借腹牛を求めることは困難との判断のもと、NLDB に属する 2 牧場を後代検定実

施農場として選定すると共に、候補種雄牛頭数を 3 頭と当初案による後代検定規模

から縮小することとした。  

なお、プロジェクト開始後、後代検定を円滑に実施するため、ス国側で以下を準

備しておくこととした。  

① ジャージー種候補種雄牛 3 頭を選定。  

② クンダサーレ人工授精センターで 1 候補種雄牛当たり 600 本（計 1,800 本）の凍  

  結精液を生産・保管。                                                        

③ ダヤガマ牧場（ジャージー純粋種）及びアンディガマ牧場（ジャージー系交雑種）
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に各 200 頭（計 400 頭）の交配可能な借腹牛を準備し、かつ、優れた人工授精技

術者を最低各 2 名ずつ配置しておく。  

 

後代検定実施牧場として選定したダヤガマ牧場及びアンディガマ牧場では、既に

月 2 回、個体毎の乳量を記帳しているが、個体毎の乳成分は定期的に測定していな

いため、今回の後代検定では乳量のみを対象形質とすることとした。また、人工授

精の記録（交配種雄牛や交配年月日）が記帳されており、個体毎の生年月日や分娩

年月日も把握することができる。従って、後代検定を円滑に進めるためには、これ

ら記帳された記録が電子データとしてデータベース化される必要がある。  

具体的な本計画の進行は PO(別添 )の通りだが、最終的には各牧場で各種雄牛 10

頭程度の乳量記録を持つ娘牛を得ることができると見込んでいる。  

借腹牛頭数＝400 頭（200 頭×2 農場）  

借腹牛受胎頭数＝280 頭（400 頭×0.7（受胎率））  

生産娘牛数＝140 頭（280 頭×0.5（性比））  

娘牛育成頭数＝112 頭（140 頭×0.8（育成率））  

娘牛妊娠頭数＝78 頭（112 頭×0.7（受胎率））  

1 牧場 1 種雄牛あたりの娘牛数＝13 頭（78 頭／3 頭（候補種雄牛数）／2 農場）  

 

上述の方法により、5 ヵ年のプロジェクト期間中に調整交配（娘牛を得るための

借腹牛への候補種雄牛の交配）を行い、娘牛の泌乳能力検定を終え、候補種雄牛の

遺伝的能力評価を実施し、検定済種雄牛を選抜する計画であるが、これは、候補種

雄牛が既に選定されていることを前提としている。これは、5 ヵ年という限られた

期間内に、同時並行で候補種雄牛を生産するところから開始すれば、到底後代検定

を終えることができないためである。後代検定という一連の流れをス国内で示し、

マニュアルを作成することで、プロジェクト終了後もス国で後代検定が実施される

ことを期待し、期間内に第 2 回目の後代検定のための候補種雄牛生産に取り組むこ

ととした。  

具体的には、ジャージー純粋種を繋養しているダヤガマ牧場の雌牛の内、能力の

高い 10％程度の雌牛を選定し、ジャージー種輸入精液を交配することによって、候

補種雄牛となるべき雄子牛を生産することとしている。その際、後代検定規模等具

体的事項（候補種雄牛頭数、調整交配頭数など）については、プロジェクトの進行

状況等を勘案し決定することになる。  

 

３－２ 人工授精分野  

スリランカ国では古くから人工授精に取り組

んできた歴史があり、また、海外からの援助もあ

り、凍結精液の生産技術は一定の水準にあると考

えられる。  

現在、凍結精液を生産している人工授精センタ

ーは 2 ヵ所で国が運営しており、クンダサーレ人
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工授精センターではホルスタイン種（交雑種）及

びジャージー種（交雑種）を、ポロンナルワ人工

授精センターではサヒワール種（交雑種）及び水

牛を繋養している。  

クンダサーレ人工授精センターでは必要な機

械類も充実しており、着実に凍結精液を生産して

いるようである（写真は何れもクンダサーレ）。一

方、ポロンナルワ人工授精センターは、人工授精に関する以下のような研修会の開催

（年間 15 回）が主な業務となっており、研修室や宿泊所もあり設備は概ね整っている

様子であった。凍結精液生産の業務は徐々に縮小し、自然交配用の種雄牛配布に移行

している様子である。  

①初心者コース（26 日間）  

②再訓練コース（14 日間）  

③経験者コース（3～7 日間）  

 

 後代検定に供する候補種雄牛は、クンダサーレで繋養される。調整交配用の凍結精

液はできるだけ受胎率を期待できるものとする必要があるため、有効精子数を現状の

2,500 万／ml から 3,000 万／ml を目途として生産する旨を依頼した。  

 

 プロジェクト開始後は、ス国の技術レベルが一定の水準にあると考えられることか

ら、クンダサーレにおける凍結精液製造技術の確認に加え、ポロンナルワで行われて

いる年間 15 回の各種研修会の内容の点検、或いは研修用資料の改善等を主な協力活動

とすることとした。  

 なお、クンダサーレでは、現在、1 頭の種雄牛から 6～8 万本の凍結精液を生産して

いるとのことであった。ス国の乳用牛のうち、経産牛頭数は 2007 年現在で約 534 千頭

（搾乳牛：239 千頭、乾乳牛：295 千頭）1 とされており、人工授精実施率や品種構成

を考えると、1 種雄牛の凍結精液を 6～8 万本供用することは、人工授精により生産さ

れる雌牛の近交係数の上昇につながることが懸念される（必ずしも全てが供用されて

いるとは限らない。しかし、多く余っているようであれば生産しすぎている可能性も

ある）。可能であれば、プロジェクト実施中に詳細を調査し、必要に応じてス国内の凍

結精液の配布計画を見直すことが望ましい。  

 

３－３ 飼養管理分野  

（1）ス国における小規模酪農の飼養管理状況  

1)コンサルタントによる調査（2007 年 ) 

本プロジェクトの対象県のうち a.キャンディ、b.クルネガラ、c.ヌワラエリヤ  

地域の酪農家（343 戸）の状況調査を表 -a に示す。  

一農家の平均土地利用は 1.9 エーカー（0.7ha）で、平均保有頭数は 3.1 頭、品種  

                                                  
1  スリランカ政府 HP(http:/ /www.statist ics.gov.lk/agriculture/Livestock/LivestockStatist ics03_07.html)より引用  
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はジャージー種が約半分（51.9%）を占める。  

小規模酪農では人工授精による交配法がほとんどであるが（92.1%）、分娩間隔  

は長い（15.2 カ月）。ほとんどの農家は濃厚飼料、青刈り飼料（雑草）を給与し  

ているが（88.8%、80.5%）、放牧も多い（63.8%）。自分の土地に飼料作物を栽培  

する農家は 19.5%である。土地利用形態から見ても酪農は複合的酪農の一環であ  

ることは留意する必要がある。  

稲作 飼料作物 その他
1.8 0.5 1.9

67/343=19.5
%

282/343
=82.2%

コンサルタント資料の分析（Hiroshi. Saito,2007).

平均土地利用面積（acre)

* 放牧や道路端、山林の草を搬入・供与

飼料作物 その他*

136/343
= 92.1% 22/343=6.4% 4/343 =

1.2%
303/343=88.
3%

276/343
=80.5％

219/343=
63.8%

3/343=0.9
%

128/343=3
7.3%

青刈り 自由放牧 購入粗飼料 稲作人工授精 自然交配 両方
購入濃厚飼

料

6.2(n=530) 15.2
(n=530)

交配方法 飼料給与方法 土地利用形態

エアシャー
種

在来種・サヒ
ワール種

343 1,077 530 3.1 389/1077
=36.1%

560/1,077
=51.9%

27/1,077
=2.5%

101/1,077
=9.4%

 表-a  Kandy,Kurnegala, Nuwara Eliya地域の酪農実態調査のまとめ(343農家聞き取り）

農家戸数 頭数 搾乳頭数
　農家平均
保有頭数

品種構成
乳量(L,1日/1

頭）
分娩間隔
（月）

ホルスタイ
ン種

ジャ-ジー
種

 

 

2）本調査による調査結果（2008 年）  

a）飼料給与法（濃厚飼料、粗飼料）  

一日一頭の乳量の平均は 8.8 ℓ で濃厚飼料量は 3.2kg が適当である。飼料給与法

では全農家が濃厚飼料給与で、ココナッツ粕（30～40 ルピー／kg）、米ヌカ（10～

20 ルピー／kg）、市販の濃厚飼料（32～38 ルピー／kg)、ミネラル剤（60～120 ルピ

ー／kg)を混合したものを水と混ぜる「どぶ飼い方式」が大部分である。NLDB では

濃厚飼料を粉状で与えている。  

粗飼料給与法ではココナッツ林にロープを頸に付けた繋牧や舎飼いが多いが、道

路端、畦道の雑草を搬入し給与する型が一般的である。クルネガラ県の平地の酪農

家では荷台付き耕耘機、草刈機もよく普及している。農家保有の土地に飼料作物を

栽培する酪農家は全体の約 19.5％である。人工授精はほぼ全部の酪農家が利用して

いるが、自然交配が 6.4%である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

* 放牧や道路端、山林の草を搬入・供与 

(斉藤 博、2008 年) 
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 表 -b 事前評価調査農家における乳量、飼料、乳価、人工授精  

農家  平均乳量 乳価   濃厚飼料価 濃厚飼料価 粗飼料  

1 10 35 4   放牧  

2 7   3   雨季は繋牧、乾季は雑草の青刈り給与

3 9   3 20 飼料作物と雑草青の刈り給与  

4 6 29     繋牧と飼料作物給与  

5 14   6   放牧  

6 10       雑草の青刈り給与  

7 3       雑草の青刈り給与  

8 8       雑草の青刈り給与  

9 6 29 5 27 雑草の青刈り給与  

10 8   2 27 雑草の青刈り給与  

11 10   2   雑草の青刈り給与  

12 13   2.5 29 雑草の青刈り給与  

13 10   4   雑草の青刈り給与  

14 8 32 3 38 飼料作物と雑草青の刈り給与  

15 10 33 3   飼料作物と雑草青の刈り給与  

16 6   2.5 32 雑草の青刈り給与  

17 10 31 2 38 放牧  

18 10 25 3   雑草の青刈り給与  

平均  8.8 30.6 3.2 30.1   

                                                        （事前評価調査、2008 年） 

b）牛舎の構造  

牛舎は青刈給与方式ではコンクリート床と飼槽のみの自前で建てた簡単な牛舎

が多い。  

放牧方式では屋根のない牛舎も散見される。大部分は給水施設を持つが、子牛

用の小屋もない牛舎も多い。糞の処置はそのまま積み重ねて時々販売しているが

ワラ等と混ぜ厩肥として利用する場合もある。中国式のバイオガスを設置してい

る農家も散見される。エステートでは会社が共同牛舎を建て、エステート雇用の

酪農民は共同牛舎内の別区で自らの牛を飼育する。  

 

c）搾乳と離乳法  

   大抵の農家は牛乳を搾る前に水で乳房を水洗した後、搾乳しているが、5 ℓ 程

度の乳量では１日１回搾りである。中には 7 ℓ 位でも１日 1 回搾乳の農民も見ら

れるが、2 回搾乳すると 20%程度の乳量増加があることを経験的に知ってはいて

も、時間・労働力を考えた場合１回搾乳の方が効率的と判断していると思われる。

最近ではバケット式のミルカーを使用する大規模酪農家も見られるようになった。

また、ここでは離乳後の子牛の体重の減少を心配して、子牛を乾乳まで離乳させ

ない農家が多い。搾乳前に 5 分間程度子牛に吸乳させて乳房を刺激してから搾乳

している。離乳は 3～4 ヵ月が普通であるが、4 ヵ月離乳の方が 3 ヵ月離乳よりも
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離乳後の発育が良いとの意見もある。離乳時の適正な良質の飼料供与が必要であ

る。  

 

d）栄養状態と主な疾病  

   今回調査した搾乳牛の平均 Body Condition Score（B.C.S.）は約 3.0 であったが

そのうち熱帯地域で問題になる繁殖に影響を及ぼす栄養状態（2.5 以下）の牛は

15%（表 -c）で特に産後の乳牛の栄養状態の維持が課題である。疾病は時に口蹄

疫、出血性敗血症が発生するが予防ワクチンはある。一般的に多いのが舎飼では

代謝機能障害症（ケトーシス、乳熱）、乳房炎、蹄間腐爛が認められ、放牧ではダ

ニ熱の発生がある。飼養管理上の一般的な問題は離乳後の体重の減少にある。こ

れらは飼養管理面から改善できるものが多い。  

 

表 -c 小規模酪農家の乳牛の Body Condition Score(B.C.S) 

乳牛頭数  2.5 以下  2.5～3.5 3.5 以上   

60 9 48 3  

100% 15% 80% 5%  

*平均 B.C.S=3     

 

  e）小規模酪農による農業所得  

本調査の 1 頭当たりの平均乳量は 8.8 ℓ ／日（１ℓ=30.6 ルピーで 269.3 ルピー

／日）である。１頭当たりの平均濃厚飼料の給与は 3.2kg／１日（1kg=30.1 ルピ

ーで 96.3 ルピー／日）であるので乳飼比 35.8%（96.3／269.3）は比較的高い。こ

れは濃厚飼料価格が比較的高価な事と乳価が比較的安価であることによる。農家

の平均搾乳牛頭数を 3 頭とすれば、農業所得は大雑把に計算して 3 頭の牛乳売り

上げ代と副産物（子牛等）から濃厚飼料費と他の経費（獣医薬品等）を引くと１

日の収益は約 560 ルピー (5.6US$相当 )で１ヵ月 16,800 ルピーとなる。畜産物の価

格比較を示す（表 -d）。牛乳の農家取引価格はここ 3 年では 30％の価格上昇率を

示しており、畜産物はス国の全品目の価格上昇率よりも高い。  

   

表 -d 家畜生産物価指数の推移      

  2006 年  2007 年  2008 年  年率  

農家牛乳価格 (Rs.／ℓ) 20.0  30.0  32.0  0.3 

牛乳小売価格 (Rs.／ℓ) 40.0  70.0  80.0  0.5 

国内産粉乳価格 (Rs.／400g) 140.0  190.0  230.0  0.32 

外国産粉乳価格 (Rs.／400g) 165.0  280.0  275.0  0.33 

卵 (Rs.／個 ) 6.4  8.1  13.0  0.52 

牛肉 (Rs.／個 ) 225.0  305.0  360.0  0.3 

全品目の物価指数 (2002 年=100) 140.8  163.1  - 0.23 

     (斉藤 博、2008 年 ) 

(事前評価調査、2007年) 
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   f）ス国の飼養関連プロジェクト： “Heifer Calf Rearing Project”  

本年度からス国は “Heifer Calf Rearing Project”を実施している。18 ヵ月まで飼料

代、家畜保険の半分を政府が補助するプロジェクトである。このプロジェクトの

目的は a.人工授精生産の子牛の死亡率を 5％以下に抑え、b.子牛の成長度（特に

離乳後）を早め ,  c.未経産牛の妊娠を早め（15 ヵ月で妊娠）、ｄ .母牛の回復を早

める（3 ヵ月以内に妊娠）プロジェクトで一石二鳥以上の効果を狙うものと注目

される。年間予算は 5,300 万ルピーで、北・東部を含む全国 6,500 頭の子牛を対

象としている。子牛の成長体重（18 ヵ月まで）、母牛の分娩後の回復等に関わる

データの収集・分析を家畜生産獣医局の育種課で行っており、我が方プロジェク

トはそれらの貴重なデータをもとにした飼養管理技術の移転が考えられる。モデ

ル農家の一部もこのプログラムの協力農家を対象に選別することも可能であろう。 

 

（2）本プロジェクトにおける飼養管理分野の取り組み方  

1）モデル農家の選定  

ローカルコンサルタントによる 4 県の飼養管理分野の調査から開始する。その

調査をもとに、フィールドレベルの家畜保健所（District Veterinary Office および  

Field Veterinary Office、4 県で 59 ヵ所）でチームとなって活動する獣医師、畜産

技術師（人工授精師）との連携のもと、専門家自らの調査を加えてモデル農家を

設定する。その条件は a. 成功した酪農家事例を分析したモデル農家としての適性

を持つ既存の農家、b.後継者の有無を考慮した将来性のある農家、 c.過去の導入

技術を参考にした普及の可能性の高い飼育技術の導入と実証ができる農家、d.地

方に形成されている酪農グループに寄与できる農家という点が挙げられる。将来

の発展性やデモンストーレションを考えて、中規模程度の酪農家の選定が多くな

ろうが、小規模な新参酪農家を含めることも考えられる。  

 

2）モデル農家設立による研修、普及策  

視察を通し、一般の多くの酪農家は基礎的な飼養管理技術をある程度マスター

していると判断される。本プロジェクトの飼養管理部門では、小規模酪農に適

応したモデル酪農家を設立し、主にそこを拠点として他の酪農家への研修、普

及を図る方式を採用する。また、北東部の研修時の視察研修先としての活用も

期待される。なお予定されるモデル農家数は以下の通り。  

 

気候地帯  モデル農家数 (戸 )
高原地  3 
中高地  3 

平地湿潤地  7 
平地乾燥地  7 

計  20 
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第４章 プロジェクト戦略  

 

４－１ プロジェクト戦略の概要  

（1）ス国のプロジェクトとのリンク  

家畜生産獣医局では 5 年間予算約 5,400 万ルピーの育種改良事業として 2004 年か

ら 2009 年にかけて 5 県の酪農地帯において雌牛の乳量検定事業を開始し、トップ

グループ雌牛群から生まれた雄はその成長度、体格審査、精液性状を審査し、人工

授精用の種雄牛としてクンダサーレ人工授精センターに繋養することとしている。

これは将来、後代検定用の候補牛としての利用が期待できる。  

また、年間予算 5,300 万ルピーの飼養管理改善事業として、人工授精で出産され

た 6,500 頭に対して、18 ヵ月齢（繁殖年齢）まで飼料代と家畜保険の半額を政府が

補助する “Heifer Calf Rearing Project”が 2009 年に開始される。これは本プロジェク

トの飼養管理分野と提携することができる。  

さらに、これらの育種、飼養管理改善策は人工授精の普及策につながるもので高

く評価できる。本プロジェクトの①後代検定、②人工授精、③飼養管理の技術移転

がこれらス国のプロジェクトとリンクすれば高い相乗効果が生まれるであろう。  

 

（2）後代検定分野  

①計画交配（候補牛作出）、②調整交配（娘牛作出）、③娘牛の乳量から種雄牛の評

価と、７年間かかる過程を 5 年間のプロジェクト期間で確立できるよう、2 回の検

定を並行して行う。第 1 回目後代検定は②→③の工程を 5 年間で終了する。  

第 1 回目に並行して行われる第 2 回目後代検定は①→②→③のうち①→②を 5 年

間で行う。即ち、5 年間で①②③の 7 年間の後代検定１サイクルの手法を教示でき

ることになる。これらの後代検定手法の行程の中で実に盛り沢山の技術の点検や技

術指導を行うことが可能となる。つまり a.凍結精液製造技術（適当精子数を含む）、

b.人工授精技術（計画交配や調整交配）、c.娘牛の成長度の把握による飼養管理技術、

d.乳量検定手法等である。a.及び b.の技術は開始後１～2 年以内で結果が出る。これ

が人工授精の技術改善に結びつき、c.及び d.の技術移転も 5年間で十分可能である。

乳量検定技術は現在ス国が実施している雌牛選抜のための乳量測定法（現在は農家

が毎日測定しているが、信憑性には問題が残る）に即適応できる有効な手法となる。

後代検定の一連の行程の中で今までは聞き取り調査だけで推定していた人工授精

の受胎率や分娩間隔、候補種雄牛と娘牛の関係から乳量の遺伝率等、家畜改良、飼

養管理に欠かせない貴重な材料が提供される。これらの重要性を認識させるため漠

然と後代検定のプロセスを追うだけではないことを随時カウンターパートに理解

してもらう必要がある。  

 

（3）人工授精分野  

本プロジェクトに指定されているキャンディ、クルネガラ、ヌワラエリヤの 343 

農家を対象としたコンサルの調査分析（2007 年）では酪農家の 92.1%は人工授精を
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実施している。人工授精分野におけるス国の技術レベル（普通受胎率で判断）は、

第 1 回後代検定の調整交配、第 2 回目後代検定の計画交配時に判明する（いずれも

プロジェクト開始後 6 ヵ月目）。これまでの調査からス国の酪農の問題の一つに分

娩間隔が長い事（小規模酪農家で平均 15.2 ヵ月、NLDB 牧場で 14.3 ヵ月）が挙げら

れるが、この分娩間隔の長さの原因解明が必要になる（人工授精の受胎率の低さ、

母牛の栄養状態の回復の遅れ等）。  

また、クルネガラ地区の大・中規模酪農家（平均 10 頭以上）への調査では平均 5 頭
の自然交配用の雄牛を飼育している。これらは人工授精による受胎率が低い事を示唆

している。これまではすべて聞き取り調査であったが、後代検定の調整交配と計画交

配で受胎率を正確に把握し、a.凍結精液の質の点検（精子数も含む）、b.フィールド
（DVO や FVO などの家畜保健所）や国の NLDB 牧場における獣医師、人工授精師の
技術の点検等から適切な改善策を見出さなければならない。分娩間隔の長期化は人工

授精の技術のみならず母牛の回復の遅れ等の飼養管理技術から派生する問題でもある

ため、飼養管理分野の点検、改善策が必要になる。  
 

（4）飼養管理分野  

飼料給与や牛舎を含む牛の周辺の環境改善による乳量改善、子牛の成長の点検、  

母牛の回復度の点検、人工授精の受胎率の点検等から飼養管理技術の改善を見出す。

ス国が現在取り組んでいる前述の “Heifer Calf Rearing Project”では子牛の成長の計

測や母牛の分娩後 3 ヵ月までのボディコンディションの回復度等も調査される。こ

れらの貴重なデータやプロジェクトが独自で収集したデータ等をもとに生み出され

る改善策を家畜保健所のカウンターパートと提携してフィールドレベルで実証する。

これがモデル農家を拠点とする普及手法である。  

 

（5）育種、繁殖、栄養の 3 本柱による小規模酪農改善計画  

このように後代検定（育種）、人工授精（繁殖 )、飼養管理（栄養）は密接に絡み合

っており、これらの 3 部門の改善が相伴って小規模酪農改善につながってくる。後

代検定の育種部門は、上記の基礎的データは提供するがその遺伝的効果が発現する

には 5 年以上かかるので、プロジェクト期間中は人工授精、飼養管理の分野で成果

を積み重ねるプロジェクトと云える。  

 

（6）技プロ「北・東部州家畜飼育現地国内研修」との連携  

 2005 年 12 月から「北・東部州家畜飼育現地国内研修」が実施されている。将来

は北・東部州の酪農地帯で後代検定済みの凍結精液が利用され、後代検定によって

改良された自然交配用の雄が父牛として利用されることが期待される、北・東部州

に対するプロジェクト期間中の貢献は限定的であるものの、プロジェクト 2 年目以

降は、北・東部州から酪農家を呼び、本プロジェクトのモデル農家を視察する研修

を実施することも考えられる。  

 

４－２ プロジェクト実施における留意点  
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 後代検定の手法を 5 年間で完了するにはプロジェクト開始前の用意を万端にして

おく必要がある。  

 候補牛と候補牛からの凍結精液の準備（１候補牛当たり 600 本）。1 頭の候補

牛は NLDB で受精移植から生産された雄（プロジェクト開始時 17 ヵ月齢）、

残り 2 頭はクンダサーレ人工授精所所有の 2 頭を予定。  

 現在一ストロー当たりの精子数 2,500 万／ml を 3,000 万／ml にする（局長、

育種課長、人工授精センター長は同意済み）。  

 NLDB の 2 牧場における少なくとも 2 名の人工授精師の配置（同上）。  

 後代検定は実施体制基盤の確立とカウンターパートの理解が必要。  

 NLDB が国の職務として後代検定の拠点となる責任を自覚することが必要で

ある。また、手法の提示の 5 年間で得られる正確なデータ（受胎率、分娩間

隔、乳量、遺伝率）及び乳量検定法、雄牛の評価の重要性をカウンターパー

トが十分に自覚することも重要で、特にセミナー等での説明が必要。  

 高い水準にある人工授精、中程度の飼養管理技術の更なる向上  

（これまでス国は酪農部門のみで 12 の外国援助を受けてきた。人工授精はかなり

の技術、飼養管理分野では基本的な技術はマスターしているものと思われる。）  

 人工授精は凍結精液の質（融解後活力 32+++%）や人工授精の訓練については

さして問題は見られない。ストローを含み機材はすべてヨーロッパ式で、十

分に稼動しており機材の操作・維持に問題はないと思われる。しかしストロ

ー一本当たり精子数が 2,500 万／ml であるところが気になるところで、精子

数 2,500 万／ml と 3,000 万／ml での受胎率の調査を依頼している。（プロジェ

クト開始前にはこの受胎率の結果が判明する。）  

 飼養管理部門もこれまで数々の援助を受けながら途上国では中程度のレベル

にあるのは、一つには家畜飼料の殆どを輸入に仰いでいることにある（濃厚

飼料１kg の価格は牛乳 1 ℓ より高い）。そこで濃厚飼料の主流は国内産のコメ

ヌカとココナッツ粕となる。コメヌカの価格は適正であるがココナッツ粕の

値段は高価である（おそらく外国の値段が高価なため輸出している）。これら

を混合しても 1 ℓ 当たりの牛乳価格よりやや安価になる程度である。粗飼料給

与では雑草の青刈り給与と放牧が主で、草が重要だとする基本的な飼養管理

法の概念は定着している。得てして途上国の酪農飼育技術は農家の伝統的な

社会経済に相応した技術であり、たとえ一見レベルは低くとも教える側には

相当の経験、技術が要求される。  

 特に後代検定部門で最も重要な点は同じ畜産開発省にある家畜生産獣医局と

NLDB との提携作業がうまく出来るか否かにある。将来とも両者の緊密な関係を

継続させねばならない。これには畜産開発省のモニタリング、サポートを必要と

する。  

 NLDB では現在受精卵移植を導入して乳量増加を目指している。新聞では正規に

誕生した牛に比較して１頭当たり 10 万ルピーの損失と酷評されている。（人工授

精も十分でないのに受精卵移植は経済的にも無理である。）  

供与機材の選定に当たっては NLDB の実施、運営能力を吟味し、畜産開発省、家
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畜生産獣医局、NLDB、プロジェクトの四者の話し合いによって検討することが肝

要である。  
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第 5 章 評価 5 項目による事業評価分析結果  

 

５－１ 相手国政府政策上の位置づけ  

現政権の国家政策「マヒンダ・チンタナ 10 ヵ年開発計画（2006 年～2016 年）」で

は、農業セクターの平均 GDP 成長率を 4～5%を目標とし、国内総牛乳需要に占める自

給率を 2005 年の 20%から 2015 年までに 50%にまで向上する方針を明確にしている。

また、農業セクターは農村地域の貧困削減に大きく貢献すること、特に、畜産セクタ

ーは農村地域の収入向上機会の増加に重要な役割を果たすため、家畜飼育農家や畜産

業の人材のスキルや能力開発は、政府の開発計画の重点課題とされている。  

また、2006 年の国家畜産開発計画の中で、牛乳、乳製品の自給率を 2010 年までに

50％に向上させる目標を定めている。また、畜産セクター全般の生産性向上のために

は、ローカル種の家畜の遺伝形質の向上を図る必要性が述べられている。  

 

５－２ 我が国援助政策との関連・ JICA 国別事業実施計画上の位置づけ  

2004 年 4 月に策定された国別援助計画のうち、畜産セクターの支援は「中･長期開

発ビジョンに沿った援助計画」の (c)貧困対策に対する支援に合致する。この中で民族

間・地域間で生活基盤及び経済基盤（農水産業、農村工業）の整備に対するバランス

のとれた支援が不可欠とされている。  

また、2005 年 10 月に改訂された JICA 国別事業実施計画の援助重点分野及びプログ

ラムの⑧農漁村・地方開発プログラムにおいて、貧困層の経済基盤である農水産業の

開発を重要課題に挙げている。低い農業生産性、農家の営農技術不足、農地の細分化

などを課題とし、貧困対策に資する協力を重点的に進めると述べられている。  

 

５－３ 他の援助スキーム・援助機関との関係  

現地国内研修「北・東部州家畜飼育研修」（2005 年 12 月から 3 年間で実施中。延長

予定。）において、酪農家向け研修を実施している。本件モデル酪農家における同国内

研修からの研修生の受け入れを行い、本件の効果が北・東部地域の酪農家へ被益する

ことが期待されている。  

また、UNDP が実施している「生計向上プログラム」（2008 年 1 月～20010 年 12 月、

総予算 US$500 万）の中で、北・東部地域における生計向上活動のコンポーネントの

一つとして、畜産分野への支援が計画されており、同様に研修生の受入等の調整によ

り相互連携が可能である。  

 

５－４ 評価 5 項目による事業評価分析結果  

（1）妥当性  

 本案件は以下の点から妥当性が高いと判断できる。  

 ・スリランカ国国家畜産開発政策の中で述べられている牛乳及び乳製品の自給率向

上は、外国からの輸入製品の高騰を受け喫緊の課題となっており、乳量増加を図る

本プロジェクトの妥当性は高い。  
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・小規模酪農家を対象とした人工授精、飼養管理技術の改善活動を中心としたモデ  

 ル農家づくりによる普及体制を整備することにより、全国の小規模酪農家に被益  

 が可能である。  

 ・ JICA 国別事業実施計画で規定している貧困対策に対する支援に合致する。  

 ・我が国は、乳用牛改良を通じた生産コスト低減による経営改善に 30 年以上取り  

   組んでおり、最近では種雄牛の国際評価に参加し、種雄牛の遺伝的能力が世界の  

   トップレベルと確認されるなど技術の比較優位も高い。  

 

（2）有効性  

  本案件は以下の点から有効性が高いと見込まれる。  

 ・プロジェクト目標は後代検定手法の確立、人工授精技術の改善、飼養管理技術  

の改善の 3 つの成果を通じて 5 年間で達成可能と見込まれる。  

  ・後代検定は①候補牛作出、②娘牛作出、③娘牛の乳量からの種雄牛評価を行う。  

   これは通常７年かかるが本プロジェクトで行う第１回目後代検定では②の工程か  

   ら出発し③に至る作業を５年間で終了する。それと並行して実施する第２回目後  

   代検定では①の方法を提示し、５年間で①②の工程で終了する。第１回、第２回  

   後代検定を合わせると７年間かかる①②③の全工程を５年間で①②③の手法の開  

   発を提示することが可能。  

 ・人工授精と飼養管理は既に一定の技術水準を有しており、比較的短期間で改善効  

  果が現れるものであり、農家レベルで効果が実感されることでスムーズに普及・  

  定着することが期待できる。  

 

（3）効率性  

  本案件は以下の点から効率性が高いと見込まれる。  

 ・成果を達成するために過不足ない専門家の投入が計画された効率的なプロジェク  

  トといえる。  

  ・インドネシアの類似案件の実績を踏まえると、本プロジェクト期間中に後  

   代検定の手法、人工授精、飼養管理にかかる技術の習得が十分可能と見込まれる  

   計画となっている。  

  ・相手国政府は経験の豊富な人材を有し、畜産分野本邦研修の研修生による自主的  

   な活動も報告されていることから、こうした人材との連携を通じて効率的な協力  

   が可能となる。  

 

（4）インパクト  

本案件のインパクトは以下のように予測できる。  

   ・小規模酪農改善のための技術・体制基盤が整備される（プロジェクト目標の達成） 

  ことにより、飼養管理技術が改善し、牛乳の生産性が改善され、酪農家の収入が  

  向上することが見込まれるため、上位目標が発現する見込みは高く、本プロジェ  

  クトにより提示される小規模酪農モデルは、全国に被益する可能性がある。特に  

  北・東部州に対しては、紛争影響住民に対する支援効果としても期待できる。  
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 ・プロジェクト対象地域内外で新規に酪農を開始する農家が現れることが期待され  

  る。  

 

（5）自立発展性  

 本案件による効果は相手国政府によりプロジェクト終了後も継続されるものと

見込まれる。  

 <政策、組織、制度面> 

   国家畜産開発計画に記載されている牛乳生産量増加の方針及びスリランカ国内  

 の需要の変更は当面見込まれず、政策的な持続性がある。組織面では、後代検定に  

 係る組織体制はまだないため、プロジェクトを実施しながら職員の育成・強化に努  

 め、家畜生産衛生局の内部で種雄牛の評価・選抜ができるような体制作り及び体制  

 の定着化を協力期間中に支援することにより持続性の確保が見込まれる。  

 <技術面>  

   飼養管理においては、小規模酪農家によるモデル農家が、各自然条件や酪農形態  

 にあわせて設置されること、酪農地域における技術普及の核とする基礎的な技術能  

 力をフィールド獣医事務所職員が持ち合わせていること、中央でも職員及び農家育  

 成のための研修プログラムが定期的に実施されていることなどから持続性があると  

 見込まれる。  
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ス
リ

ラ
ン

カ
国

　
小

規
模

酪
農

改
善

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

P
D

M

協
力

期
間

：
　

2
0
0
9
年

4
月

～
2
0
1
4
年

3
月

（
5
年

間
）

対
象

地
域

：
　

<
後

代
検

定
>
育

種
課

、
N

L
D

B
ダ

ヤ
ガ

マ
牧

場
及

び
ア

ン
デ

ィ
ガ

マ
牧

場
　

　
<
人

工
授

精
>
A

Iセ
ン

タ
ー

 (
ク

ン
ダ

サ
ー

レ
、

ポ
ロ

ン
ナ

ル
ワ

)及
び

該
当

す
る

フ
ィ

ー
ル

ド
獣

医
事

務
所

　
　

　
　

　
　

　
 <

飼
養

・
酪

農
管

理
>
キ

ャ
ン

デ
ィ

県
、

マ
ー

タ
レ

ー
県

、
ヌ

ワ
ラ

エ
リ

ヤ
県

、
ク

ル
ネ

ガ
ラ

県
対

象
グ

ル
ー

プ
：
　

1
 酪

農
セ

ク
タ

ー
の

該
当

す
る

政
府

職
員

及
び

酪
農

家
番

号
：
P
D

M
 　

0
　

日
付

：
　

2
0
0
8
年

6
月

1
2
日

　

指
標

入
手

手
段

外
部

条
件

最
上

位
目

標
ス

リ
ラ

ン
カ

国
の

酪
農

振
興

地
域

に
お

い
て

牛
乳

の
生

産
性

が
改

善
さ

れ
、

酪
農

家
の

収
入

が
向

上
す

る
1 2 3

酪
農

振
興

地
域

で
酪

農
家

の
収

入
が

2
0
％

向
上

す
る

酪
農

振
興

地
域

の
酪

農
家

の
乳

量
が

2
0
%
向

上
す

る
後

代
検

定
を

実
施

す
る

た
め

の
組

織
体

制
が

ス
リ

ラ
ン

カ
国

側
で

整
備

さ
れ

る

フ
ィ

ー
ル

ド
調

査
フ

ィ
ー

ル
ド

調
査

フ
ィ

ー
ル

ド
調

査

上
位

目
標

1 2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
地

域
に

お
い

て
牛

乳
の

生
産

性
が

改
善

さ
れ

、
酪

農
家

の
収

入
が

向
上

す
る

ス
リ

ラ
ン

カ
国

に
お

い
て

後
代

検
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

継
続

実
施

さ
れ

る

1 2
対

象
地

域
に

お
い

て
、

酪
農

家
の

乳
量

が
2
0
%
向

上
す

る
後

代
検

定
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
が

国
家

畜
産

開
発

計
画

に
記

載
さ

れ
る

フ
ィ

ー
ル

ド
調

査
国

家
畜

産
開

発
計

画
1 2 3 4

ス
リ

ラ
ン

カ
国

側
の

後
代

検
定

実
施

体
制

が
継

続
さ

れ
る

政
府

の
定

め
た

酪
農

家
か

ら
の

買
取

り
乳

価
が

維
持

さ
れ

る
ス

リ
ラ

ン
カ

国
の

酪
農

振
興

計
画

（
牛

乳
･乳

製
品

の
自

給
率

向
上

計
画

等
）
が

継
続

さ
れ

る
酪

農
振

興
地

域
の

治
安

が
維

持
さ

れ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
地

域
に

お
い

て
、

育
種

お
よ

び
飼

養
・
酪

農
管

理
の

改
善

を
通

じ
た

小
規

模
酪

農
改

善
の

た
め

の
技

術
が

整
備

さ
れ

る
1 2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
地

域
の

A
I技

術
者

の
う

ち
9
割

が
、

後
代

検
定

済
み

種
雄

牛
の

精
液

を
導

入
し

た
い

と
答

え
る

改
善

さ
れ

た
飼

養
・
酪

農
管

理
技

術
の

8
0
%
を

対
象

地
の

酪
農

家
が

利
用

す
る

　

フ
ィ

ー
ル

ド
調

査

フ
ィ

ー
ル

ド
調

査

1 2 3 4 5

ス
リ

ラ
ン

カ
国

の
酪

農
振

興
計

画
(牛

乳
・
乳

製
品

の
自

給
率

の
向

上
計

画
等

)が
継

続
す

る
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

も
継

続
し

て
後

代
検

定
に

携
わ

る
飼

養
・
酪

農
管

理
、

種
雄

牛
の

育
種

的
改

善
、

人
工

授
精

が
対

象
地

域
に

広
ま

る
政

府
の

ク
リ

ー
ン

ミ
ル

ク
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
酪

農
振

興
地

域
の

村
落

に
展

開
し

継
続

す
る

対
象

地
域

の
治

安
が

維
持

さ
れ

る

成
果 1

ス
リ

ラ
ン

カ
に

お
け

る
後

代
検

定
手

法
の

適
正

手
法

が
開

発
さ

れ
る

1
調

整
及

び
計

画
交

配
用

の
月

例
乳

量
検

定
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
を

C
/
P
職

員
で

で
き

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
実

施
報

告
書

1 2
2

人
工

授
精

に
関

連
す

る
技

術
が

改
善

さ
れ

る
2

後
代

検
定

候
補

牛
の

調
整

交
配

及
び

計
画

交
配

の
受

胎
率

が
、

一
定

の
期

間
に

7
0
%
に

達
す

る
フ

ィ
ー

ル
ド

調
査

3
酪

農
家

の
飼

養
・
酪

農
管

理
技

術
が

改
善

さ
れ

る
3 4

育
成

さ
れ

た
モ

デ
ル

農
家

が
普

及
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
技

術
内

容
の

全
て

を
正

し
く

研
修

生
に

説
明

で
き

る
よ

う
に

な
る

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

内
容

を
対

象
地

域
の

8
0
％

の
技

術
者

が
研

修
に

利
用

す
る

フ
ィ

ー
ル

ド
調

査

フ
ィ

ー
ル

ド
調

査

活
動

1
-
1

ジ
ャ

ー
ジ

ー
種

及
び

ジ
ャ

ー
ジ

ー
種

交
雑

種
の

乳
牛

の
生

産
・
繁

殖
能

力
を

分
析

す
る

＜
日

本
側

＞
＜

ス
リ

ラ
ン

カ
側

＞

1
-
2

後
代

検
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

に
向

け
た

、
ジ

ャ
ー

ジ
ー

種
及

び
ジ

ャ
ー

ジ
ー

交
雑

種
の

課
題

を
分

析
す

る
1

国
家

家
畜

開
発

公
社

の
牧

場
の

乳
量

な
ど

の
正

確
な

デ
ー

タ
が

デ
ー

タ
と

り
ま

と
め

部
署

に
定

期
的

に
提

出
さ

れ
る

1
-
3

N
L
D

B
牧

場
に

お
い

て
、

記
録

管
理

、
血

統
管

理
法

を
指

導
す

る
2

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

継
続

し
て

勤
務

す
る

1
-
4

後
代

検
定

手
法

の
開

発
に

向
け

後
代

検
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

3
国

家
家

畜
開

発
公

社
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

協
力

関
係

が
維

持
さ

れ
る

1
-
5

計
画

交
配

及
び

乳
量

検
定

の
実

地
指

導
を

行
う

4
異

常
な

家
畜

伝
染

病
や

異
常

気
象

が
発

生
し

な
い

1
-
6

後
代

検
定

手
法

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る

2
-
1

精
液

製
造

・
配

布
、

輸
入

精
液

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
現

場
で

の
人

工
授

精
実

施
な

ど
、

現
行

の
人

工
授

精
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
課

題
を

分
析

す
る

2
-
2

人
工

授
精

セ
ン

タ
ー

の
現

場
技

術
者

（
獣

医
お

よ
び

人
工

授
精

師
）
に

対
し

、
改

良
さ

れ
た

人
工

授
精

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

研
修

を
行

う

3
-
1

現
行

の
飼

養
・
酪

農
管

理
の

課
題

を
分

析
す

る
前

提
条

件

3
-
2

適
正

な
飼

養
・
酪

農
管

理
技

術
を

開
発

し
、

モ
デ

ル
農

家
づ

く
り

を
通

じ
て

実
地

指
導

を
行

う
-

検
定

デ
ー

タ
取

り
ま

と
め

部
署

が
決

定
し

、
必

要
な

職
員

が
配

置
さ

れ
る

3
-
3

現
場

技
術

者
に

対
す

る
改

善
版

飼
養

・
酪

農
管

理
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
改

良
さ

れ
た

飼
養

・
酪

農
管

理
技

術
の

現
場

技
術

者
向

け
研

修
及

び
実

施
指

導
を

モ
デ

ル
農

家
で

行
う

-
該

当
す

る
フ

ィ
ー

ル
ド

獣
医

事
務

所
に

お
い

て
現

場
か

ら
の

デ
ー

タ
収

集
に

必
要

な
職

員
と

出
張

手
当

な
ど

の
予

算
が

措
置

さ
れ

る

3
-
4

農
民

に
対

す
る

飼
養

・
酪

農
管

理
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
改

良
さ

れ
た

飼
養

・
酪

農
管

理
技

術
の

農
家

向
け

研
修

及
び

実
施

指
導

を
モ

デ
ル

農
家

で
行

う

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

継
続

し
て

勤
務

す
る

国
家

家
畜

開
発

公
社

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

協
力

関
係

が
持

続
さ

れ
る

要
約

専
門

家
派

遣
<
長

期
専

門
家

>
2
名

チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
／

後
代

検
定

業
務

調
整

<
短

期
専

門
家

>
乳

量
検

定
、

人
工

授
精

、
凍

結
精

液
、

飼
養

管
理

、
酪

農
管

理
、

小
規

模
酪

農
、

雄
牛

評
価

法
、

牛
乳

衛
生

管
理

、
飼

養
分

析
な

ど
機

材
供

与
車

両
、

パ
ソ

コ
ン

・
プ

リ
ン

タ
ー

、
研

修
用

資
機

材
、

実
習

用
資

機
材

な
ど

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
研

修
（
本

邦
ま

た
は

第
三

国
）

在
外

事
業

強
化

費

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
配

置
予

算
措

置
‐
ス

リ
ラ

ン
カ

人
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

給
料

及
び

他
手

当 ‐
ス

リ
ラ

ン
カ

人
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

現
場

で
の

交
通

費 ‐
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
用

電
気

代
、

水
代

な
ど

の
経

費
‐
日

本
側

か
ら

の
供

与
機

材
の

税
関

、
諸

税
、

倉
庫

代
、

国
内

搬
送

費
な

ど
の

諸
経

費
‐
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
用

車
輌

に
つ

い
て

は
ス

リ
ラ

ン
カ

側
は

該
当

す
る

諸
税

や
関

税
を

負
担

土
地

、
建

物
及

び
設

備
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

必
要

な
事

務
所

ス
ぺ

ー
ス

及
び

設
備

投
入

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
後

評
価

時
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

1
0
年

後
）

1
.

2
.

3
.

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
後

評
価

時
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

5
年

後
）

1
. a. b
.

2
.

3
.

4
.

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 2
 <

人
工

授
精

及
び

飼
養

・
酪

農
管

理
研

修
>
　

全
島

の
該

当
す

る
職

員
、

技
術

者
及

び
酪

農
家
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日

付
: 2

00
8年

6
月

1
2
日

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

育
種

課
長

JI
C

A
専

門
家

N
L

D
B

牧
場

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

JI
C

A
専

門
家

JI
C

A
専

門
家

育
種

課
育

種
課

長
JI

C
A

専
門

家

20
11

20
12

活
動

日
本

の
年

度
活

動
実

施
場

所
担

当
者

20
09

20
10

1-
3 

選
ば

れ
た

N
L

D
B

牧
場

に
お

い
て

血
統

、
記

録
管

理
法

を
指

導
す

る

1-
4 

 後
代

検
定

の
適

切
な

手
法

の
開

発
に

向
け

後
代

検
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

20
13

1.
ス

リ
ラ

ン
カ

に
お

け
る

後
代

検
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

適
正

手
法

が
開

発
さ

れ
る

1-
1 

ジ
ャ

ー
ジ

ー
種

及
び

ジ
ャ

ー
ジ

ー
交

雑
種

乳
牛

の
生

産
・
繁

殖
能

力
を

分
析

す
る

1-
1-

1 
ジ

ャ
ー

ジ
ー

種
及

び
ジ

ャ
ー

ジ
ー

交
雑

種
乳

牛
の

生
産

性
に

係
わ

る
デ

ー
タ

を
収

集
す

る
N

L
D

B
ダ

ヤ
ガ

マ
農

場
及

び
ア

ン
デ

ィ
ガ

マ
農

場
1-

1-
2 

ジ
ャ

ー
ジ

ー
種

及
び

ジ
ャ

ー
ジ

ー
交

雑
種

乳
牛

の
繁

殖
性

に
係

わ
る

デ
ー

タ
を

収
集

す
る 1-

1-
3 

 ジ
ャ

ー
ジ

ー
種

及
び

ジ
ャ

ー
ジ

ー
交

雑
種

乳
牛

の
生

産
性

、
繁

殖
性

を
分

析
す

る

1-
2 

ジ
ャ

ー
ジ

ー
種

及
び

ジ
ャ

ー
ジ

ー
交

配
種

の
後

代
検

定
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

築
に

向
け

て
課

題
を

分
析

す
る

N
L

D
B

ダ
ヤ

ガ
マ

農
場

及
び

ア
ン

デ
ィ

ガ
マ

農
場

N
L

D
B

ダ
ヤ

ガ
マ

農
場

及
び

ア
ン

デ
ィ

ガ
マ

農
場

育
種

課
、

N
L
D

B
ダ

ヤ
ガ

マ
牧

場
及

び
ア

ン
デ

ィ
ガ

マ
牧

場
育

種
課

長
JI

C
A

専
門

家
1-

4-
3 

 候
補

牛
の

娘
牛

(以
下

「
娘

牛
」

)が
誕

生
す

る

1-
4-

4 
 娘

牛
に

人
工

授
精

を
実

施
す

る

1-
4-

2 
 借

り
腹

牛
に

人
工

授
精

を
実

施
す

る
*2

1-
4-

1 
N

L
D

B
牧

場
に

お
け

る
第

１
回

目
借

り
腹

牛
を

選
定

す
る

*
1

1-
4-

5 
娘

牛
が

分
娩

す
る

1-
4-

6 
娘

牛
の

乳
量

検
定

を
実

施
す

る

1-
4-

7 
候

補
牛

を
評

価
し

選
抜

す
る

1-
5 

計
画

交
配

及
び

乳
量

検
定

の
実

施
指

導
を

行
う

1-
5-

2 
 エ

リ
ー

ト
母

牛
と

外
国

か
ら

の
後

代
検

定
済

み
精

液
と

の
計

画
交

配
を

行
う

1-
5-

3 
2回

目
後

代
検

定
候

補
牛

か
ら

の
精

液
を

採
取

す
る

　
（
以

降
は

1-
4の

全
活

動
を

繰
り

返

す
<
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

は
1-

4-
4ま

で
>
）

1-
6 

後
代

検
定

手
法

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る

1-
5-

3 
 候

補
牛

を
選

抜
す

る

1-
5-

1 
 ダ

ヤ
ガ

マ
農

場
の

エ
リ

ー
ト
母

牛
を

選
定

す
る

育
種

課
、

N
L

D
B

ダ
ヤ

ガ
マ

牧
場

及
び

ア
ン

デ
ィ

ガ
マ

牧
場

育
種

課
長

JI
C

A
専

門
家

PO
 (活

動
計

画
)  

ス
リ

ラ
ン

カ
国

に
お

け
る

小
規

模
酪

農
改

善
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

N
L
D

B
牧

場
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
JI

C
A

専
門

家
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4

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

A
Iセ

ン
タ

ー
ポ

ロ
ン

ナ
ル

ワ
A

Iセ
ン

タ
ー

長
代

行
ポ

ロ
ン

ナ
ル

ワ

該
当

フ
ィ

ー
ル

ド
獣

医
事

務
所

州
家

畜
生

産
衛

生
局

長
、

JI
C

A
専

門
家

該
当

フ
ィ

ー
ル

ド
獣

医
事

務
所

州
家

畜
生

産
衛

生
局

長
、

家
畜

研
究

所
家

畜
研

究
所

長
、

JI
C

A
専

門
家

　

20
09

20
10

A
Iセ

ン
タ

ー
　

ク
ン

ダ
サ

ー
レ

、
ポ

ロ
ン

ナ
ル

ワ
　

セ
ン

タ
ー

長
代

行
州

家
畜

生
産

衛
生

局
長

JI
C

A
専

門
家

A
Iセ

ン
タ

ー
　

ク
ン

ダ
サ

ー
レ

、
ポ

ロ
ン

ナ
ル

ワ
該

当
フ

ィ
ー

ル
ド

獣
医

事
務

所

20
11

20
12

20
13

担
当

者

該
当

フ
ィ

ー
ル

ド
獣

医
事

務
所

2-
1-

3 
フ

ィ
ー

ル
ド

に
お

け
る

A
I 
実

施
を

点
検

す
る

活
動

日
本

の
年

度
活

動
実

施
場

所

3-
2-

2 
酪

農
管

理
技

術
を

改
善

す
る

2-
2 

現
場

技
術

者
（
獣

医
及

び
人

工
授

精
師

）
に

対
す

る
研

修
を

実
施

す
る

州
家

畜
生

産
衛

生
局

長
JI

C
A

専
門

家

2.
 人

工
授

精
に

関
連

す
る

技
術

が
改

善
さ

れ
る

2-
1 

精
液

製
造

・
配

布
、

輸
入

精
液

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
現

場
で

の
人

工
授

精
実

施
な

ど
A

Iプ
ロ

グ
ラ

ム
の

課
題

の
分

析
を

す
る

2-
1-

1 
凍

結
精

液
製

造
と

配
布

を
点

検
す

る

2-
1-

2 
人

工
授

精
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
点

検
す

る

3.
 酪

農
家

の
飼

養
・
酪

農
管

理
技

術
が

改
善

さ
れ

る

3-
1 

 現
行

の
飼

養
・
酪

農
管

理
の

課
題

を
分

析
す

る

3-
2 

適
正

な
飼

養
・
酪

農
技

術
を

開
発

し
、

モ
デ

ル
酪

農
家

づ
く

り
を

通
じ

て
実

地
指

導
す

る

3-
2-

1 
飼

養
管

理
技

術
を

改
善

す
る

3-
2-

3 
飼

養
・
酪

農
管

理
技

術
を

展
示

す
る

た
め

の
モ

デ
ル

酪
農

家
を

確
立

す
る

3-
3 

現
場

技
術

者
に

対
す

る
改

善
版

飼
養

・
酪

農
管

理
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
モ

デ
ル

農
家

で
現

場
技

術
者

向
け

飼
養

・
酪

農
管

理
技

術
研

修
及

び
実

地
指

導
を

行
う

3-
3-

1 
普

及
員

に
対

す
る

酪
農

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

3-
4 

農
民

に
対

す
る

飼
養

・
酪

農
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
モ

デ
ル

農
家

で
農

家
向

け
飼

養
・

酪
農

管
理

技
術

で
研

修
及

び
実

地
指

導
を

行
う

人
材

課
フ

ィ
ー

ル
ド

獣
医

事
務

所
人

材
課

長
、

州
家

畜
生

産
衛

生
局

長
JI

C
A

専
門

家

人
材

課
フ

ィ
ー

ル
ド

獣
医

事
務

所
人

材
課

長
、

州
家

畜
生

産
衛

生
局

長
JI

C
A

専
門

家

3-
3-

2 
モ

デ
ル

酪
農

家
で

普
及

員
に

対
す

る
研

修
を

行
う

*1
 N

L
D

B
牧

場
の

選
定

は
2
0
0
9
年

4
月

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
前

に
終

了
す

る
*2

 3
頭

の
候

補
牛

の
精

液
は

2
0
0
9
年

4
月

よ
り

前
に

ス
ト
ッ

ク
さ

れ
る

*3
  研

修
は

一
日

の
フ

ィ
ー

ル
ド

見
学

も
含

む

3-
4-

1 
農

民
に

対
す

る
普

及
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る

3-
4-

2 
モ

デ
ル

農
家

で
農

民
に

対
す

る
研

修
を

行
う

*
3
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小規模酪農改善プロジェクト  

実施体制図（案） 

 

 

プロジェクト実施ユニット 

JICA 専門家 

<長期専門家 > 

CA/後代検定 

<短期専門家> 

乳量検定 

種雄牛評価など 

 

 

<短期専門家>  

人工授精 

凍結精液など 

 

 

 

 

 

 

 

<短期専門家> 

小規模酪農開発*など 

<C/P 機関> 

①･ 家畜生産衛生局 

育種課  

②･ NLDB 

<C/P 機関> 

2州4県の該当するフィー

ルド獣医事務所(FVO) 

 

研修場所 

20 戸のモデル酪農家 

合同調整委員会 

<C/P 機関> 

① AI センター 

クンダサーレ 

ポロンナルワ 

② 該当するフィールド

獣医事務所(FVO) 

研修場所  

AI センターポロンナルワ

後代検定 

人工授精 

飼養管理 

地域調整委員会 

家畜生産衛生局長 

家畜生産衛生局育種課長 

獣医研究所長 

家畜生産衛生局獣医 

人工授精(AI)センター長 

州家畜生産衛生局長 

州家畜生産衛生局獣医 

国家畜産開発公社(NLDB) 

牧場マネージャー 

家畜生産衛生局 

人材開発課長 

家畜開発省担当課長 

＊後代検定分野、人工授精分野の活動モニタリングも兼ねる。 
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３．プロジェクト実施体制図



 

家畜生産衛生局人材開発課及び研修情報 

（人材開発課作成 2007 年版人材開発課年間進捗報告書より要約） 

 

1. 人材開発課の担当業務 

 研修と技術移転 

 教育及び人材開発 

 インフォメーションと宣伝 

 企業家開発と自己啓発支援サービス 

 

2. 人材開発課職員数 （2007 年の実績） 

カテゴリー 人数 

ディレクター 1 

獣医 2 

家畜オフィサー 3 

家畜開発オフィサー 4 

プログラム・アシスタント(コミュニケーション) 2 

プログラム・アシスタント（視聴覚） 2 

プログラム・アシスタント 2 

モニタリング・アシスタント 3 

開発オフィサー 3 

マネージメント・アシスタント 3 

事務所員 2 

ドライバー 3 

トラクター運転手 1 

特別労働者 2 

合計 25 

 

研修関係部門全体の職員数（研修所を含む） 

カテゴリー 人数 

ディレクター 1 

獣医 9 

家畜オフィサー 6 

家畜開発オフィサー 14 

図書館員 1 

図書館員アシスタント 1 

プログラム・アシスタント（コミュニケーション） 2 

プログラム・アシスタント（視聴覚） 2 

プログラム・アシスタント 2 

モニタリング・アシスタント 3 

開発オフィサー 7 

マネージメント・アシスタント 6 

事務所員 2 

ドライバー 6 

トラクター運転手 1 

警備員 5 
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大工 1 

特別労働者 5 

労働者 18 

衛生労働者 1 

合計 93 

 

3. 研修実績 

全体の研修のうち、約 13%がデイリー部門であった。 

カテゴリー 
プログラムの

回数 
参加者数 延べ人数 

デイリー部門 19 443 745 

養鶏部門* 36 947 1,032 

家畜衛生 3 57 99 

育種 2 28 28 

管理能力開発 17 537 572 

アドミニストレーションと会計手続き 5 199 333 

コンピュータースキル開発 17 159 258 

イパン的な家畜飼育 3 56 134 

インターンシップ研修プログラム 2 117 117 

新卒職員向け追加研修コース 2 67 141 

フォローアップ研修プログラム（雇用創出） 3 75 227 

中部州の新人家畜開発インストラクター向け導入

研修 

1 27 54 

その他のプログラム 41 1,437 1,638 

合計 151 4,149 5,378 

*養鶏セクター研修は鳥インフルエンザ用 33 回の研修、880 人の参加者分が含まれる。 

 

4. 受講者の構成 

カテゴリー 人数 

家畜生産衛生オフィサー 1,657 

家畜開発オフィサーなど 303 

開発オフィサー 200 

マネージメント・アシスタント及びその他スタッフ 101 

農民 713 

その他 1,175 

合計 4,149 

 

5. 人材開発課傘下の研修機関 

機関名 

家畜飼育研修センター（シープクラマ） 

Animal Husbandry & Training Centre 

スリランカ家畜飼育学校（カランダゴラ） 

Sri Lanka School of Animal Husbandry, Karandagolla 

継続教育機関（ガノルワ） 

Institute of Continuing Education, Gannoruwa 
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成
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査
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前
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又
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精
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